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１．調査研究の目的 

近年、介護事業者（介護職）の現場において、介護ニーズが益々複雑化・多様化・高度化

しており、介護職には介護現場で日々発生する様々な課題に対して、専門性を発揮し、幅広

く柔軟な対応を実践していくことが求められている。 

また、令和３年度介護報酬改定に関する審議報告においては、介護サービス共通にて取り

組むべき重点課題として、「感染症や災害への対応力強化」、地域包括ケアシステムの推進と

して「認知症への対応力向上に向けた取組の推進」「看取りへの対応の充実」「医療と介護の

連携の推進」、また「自立支援・重度化防止の取組の充実」といった項目が掲げられ、介護

現場において対応力強化の取り組みが求められている。 

 

 

出典：厚生労働省 令和３年度介護報酬改定に関する審議報告の概要 

 

これらの重点課題については、平成 24年から実施されている介護プロフェッショナルキ

ャリア段位制度（以降、介護キャリア段位制度という。）にて示されている介護の実践的ス

キルの評価基準においても、「感染症対策・衛生管理」、「認知症ケア」「終末期ケア」「地域

包括ケアシステム」「介護過程の展開」、として位置づけられており、全国の介護現場におい

て当該評価基準を用いた課題対応力強化に向けた取り組みが実施され、既に資質向上の記
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録データ（評価と評価根拠データ）が約 8,000件蓄積されているところである。 

この蓄積された資質向上の記録データから、介護現場での課題対応力強化の実践事例を

把握・分析することで、課題対応力強化の具体的な取り組み方法の提示や、資質向上に資す

る行動変容のポイントを明らかにすることが可能となり、さらには介護キャリア段位制度

の実践的スキルの評価基準は「全国共通のものさし」でもあることから、全国の課題対応力

強化の取り組みにおける技術指導（OJT）の標準化にも資すると考えられる。 

そこで本事業は、これら資質向上の記録データを分析し、課題対応力強化に向けた効果

的・効率的な取り組みの方法を探るとともに、介護人材の質向上に向けた議論に資する関係

データを提示する。 

また、全国の介護事業所・施設及び自治体（都道府県）に対して、介護現場での課題対応

力強化に向けた取り組み実態や課題を調査し、取り組みを推進するための支援のあり方に

ついて検討材料を得ることとする。 

合わせて、介護キャリア段位制度について、課題対応力強化に向けた取り組みの推進に有

効に機能するものと思料されるものの、制度自体の理解や普及が徐々にしか進んでいない

ことが課題となっていることから、活用の実態と課題を調査し、対応策を検討する。 

本事業を通じて、介護現場での課題対応力向上に寄与する要素や育成システムについて

整理検討し、介護人材の質向上に向けた議論に資する関係データを提示する。  
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２．事業構成 

全国の介護現場で介護職の資質向上ツールとして活用され、かつ、資質向上の記録データ

が既に蓄積されている介護キャリア段位制度に係る調査・分析を通じて、介護現場での課題

対応力強化に向けた取り組みの検討を効果的に実施することを目的に、本事業では介護キ

ャリア段位制度に造詣の深い有識者に協力をいただき、本事業における調査方針、分析方針

を定め、以下の検討を行なった。 

 

■ 介護事業所アンケート調査の実施 

（介護現場での課題対応力強化に向けた取り組みに関する調査 事業所調査） 

「 事業報告書 第Ⅱ章 １ 」 

 

全国介護事業所（全国老人施設協議会会員、全国老人保健施設協会会員、民間介護推進

委員会関係団体会員等より抽出）を対象として、アンケート調査を実施し、介護現場での

課題対応力強化の取り組み（OFF-JT、OJT、学習の仕組み作り等）の実態、課題認識、介

護キャリア段位制度の認知や活用実態等につき調査し、課題対応力強化に向けた取り組

みの支援のあり方検討の材料を得る。 

 

■ 介護事業所における課題対応力強化に向けた取り組みに関する過去文献の調査 

「 事業報告書 第Ⅱ章 ２ 」 

 

当会でこれまでに実施した先行調査から、介護キャリア段位制度の介護技術評価指標

を用いた OJT の取り組みデータ等について再整理するとともに、介護事業所の取り組み

に関する行動変容に係る観点から再分析を行う。これらを通じて、人材育成にあたっての

資質向上の取り組みの組織への根付かせ方について検討し、概念整理を行う 

 

■ 介護職員における課題対応力強化に向けた取り組みに関する過去文献の調査 

「 事業報告書 第Ⅲ章 １ 」 

 

当会でこれまでに実施した先行調査から、介護キャリア段位制度の介護技術評価指標

を用いた OJT の取り組みデータ等について、再整理するとともに、介護職員の行動変容に

係る観点から再分析を行う。これらを通じて、人材育成にあたっての介護職員の資質向上

について検討し、概念整理を行う。  
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■ 介護職員における課題対応力強化に向けた取り組みに関するデータ分析の実施 

「 事業報告書 第Ⅲ章 ２ 」 

 

介護キャリア段位制度の介護の実践的スキルの評価基準を用いた資質向上の記録デー

タの中から、重点課題として整理された事項「認知症ケア」「介護過程の展開」「感染症対

策・衛生管理」「終末期ケア」「地域包括ケアシステム」に着目し、介護技術評価による行

動変容のポイントを探ることを目的としたデータ分析を行う。（トライアル評価データ分

析／トライアル評価アンケート分析／介護キャリア段位制度期首評価データ分析／期末

評価データ分析介護キャリア段位制度レベル認定者（被評価者）アンケート分析／介護キ

ャリア段位制度レベル認定申請時アセッサーアンケート分析） 

 

 

■ 都道府県アンケート調査の実施  

（介護現場での課題対応力強化に向けた取り組みに関する調査 自治体調査） 

「 事業報告書 第Ⅳ章 １ 」 

 

全国都道府県を対象として、介護職員の課題対応力強化に向けた取り組みとして、支援

の実態、課題認識、介護キャリア段位制度の認知や活用実態等につき調査し、課題対応力

強化に向けた取り組みの支援のあり方検討の材料を得る。 

 

■ 都道府県における課題対応力強化に向けた施策の調査 

「 事業報告書 第Ⅳ章 ２ 」 

 

全国都道府県を対象として、第８期介護保険事業支援計画における、介護職員の課題対

応力強化に向けた取り組み方針について収集・調査し、課題対応力強化に向けた取り組み

の支援のあり方検討の材料を得る。 

 

【実施協力体制】  

有識者  筒井 孝子 兵庫県立大学大学院 教授 

オブザーバー  厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課 

  業務支援       株式会社ナレッジ・マネジメント・ケア研究所 

実施主体       一般社団法人 シルバーサービス振興会


